503
●コにチェックがあれば456へ●なければ426
「さっきの枝道へ行ってみよう!」と、ぼくは2人に言った。
●コにチェックがあれば456へ●なければ…42
504
トゥルルルル。不意に電話が鳴った。
『やあ、ネス!またヘンな物を作っちやったよ……』受話器からアップルキッドの大きな
声が響いてきた。『……"グルメ豆腐マシン"といって、いろんな味の豆腐が作れるんだ。ぜ
ひ持ってっておくれよね。もう、ウッカリ特急便に持たせから。じゃ!』
アップルキッドは一方的にまくしたてると、電話を切ってしまった。でも、いろんな味の
豆腐を作ってどうしろっていうんだろう……。
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さらに進むと、不思議な光がもれて来る穴を見つけた。が、中に入ろうとすると、変な植
物に行く手をさえぎられた。土のかたまりにちょこんと乗った目を持つ芽"長年樹の芽"だー
「よく来た。ここはおまえの3番目の場所だ。だが、今は私の場所だ。奪い返すがよい。で
きるものならば……」

